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文化接触的次元の
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会器
のほ体の
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目中凶国民は、祉
がるが、

それ以ょに、
わが凶の
う）
であれば指いであるゆ

ある溜の「
斜絶反応」
と反発を

問中州凶の国交が樹立してか
ては、
今回の中凶の社会的・
文
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カ月が過ぎた。
問
中内閣の
前
離
を＋分に考慮した巡択
であ
q
「旅
費
告
にみられ
イデオロギー的はまったく
震
いては、

深く驚を閉叫する問姐
のゆえに、
震に対してはきわ
る。
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とさえ思われるさつなわが「日
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式の中岡市場鎗が
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自
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河
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総回付してい
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fがとりあげられたととに、

欧米人や最近の
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茎己らなが・つ鯖かされる昨今
いてはい
うまでもないが、
東南
である
ζとも
忘れては
ならな
にきわめて
興貨であって、
ζの
私はいさをか不安である。
たし
て、一
般には中国人の水省欝沿
いにさわ
やか
な羽近感
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